２　食
主食

　昔はどのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(、、),むら)でも、その大多数が小作農のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さい),細)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みん),民)であったので、良質米は年貢として地主に納め、残ったわずかのくず米で、1年間食いつないで行かねばならなかった。ために農家の生活は節米に徹していた。常食は麦飯であって、麦の中に少し米を入れた程度のものである。雪が積もって外仕事の出来ない長い冬の間は、この麦飯もやめて、「お焼き」という「くず米」を粉にし、それに里芋などを入れ、ねり混ぜて赤坊の頭程もある団子を作った。これをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いろり),囲炉裏)の「おき」の上でぐるりと一周りになる程も焼いて、家族一同がご飯の代用に、それだけを食べた。ふかした「さつま芋」も代用食とした。節米食品として「さつま芋」の果たした役割は、農漁村の区別なく大きなものがあった。昔の庶民は「さつま芋」のお陰で生きのびて来たといっても過言であるまい。江戸時代の末ごろ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うしお),潮)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(づ),津)村（青谷）では村人が命をつないださつまいもに感謝の気持をこめて、山陰地方に「さつま芋」の栽培をひろめるきっかけをつくったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せきしゅう),石州)代官井戸平左衛門の顕彰碑を建てた。村人が基金を出し合った気持は、どこの村にも相通ずるものであった。
　特に泊村は、大方の村が海辺にあり、丘陵が海に迫っていて平坦地が極めて少なく、海岸の急傾斜の小山は、隅々まで畑として耕し、「さつま芋」や麦を作ったのである。今では、この畑のほとんどが、「ささ」や「くず」にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おお),覆)われて荒れ放題になってしまって、昔の人が生きるために心血を注いだ芋畑の姿は、全く見ることが出来ない。

ハレの食事

　白米を食べるのは、正月・冠婚葬祭・盆ぐらいのもので、親類の祭りに行ってもらって帰ったわずかの「はんべん」「竹輪」なども、家族だけでいただくのはもったいないといって、少しずつEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きざ),刻)んで、小皿で隣近所に配って回った。これは昔の農村が、極めて人情深かったというだけでなく、当時の人々にとっては、祭りの料理が大変な美食であったからでもある。こんな貧しい生活の中にも、正月もちだけはできるだけ多くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つ),搗)いた。この「もち」が無くなるまで、家では毎日「もち」だけを食べ、学校の弁当にも「もち」で、「むしろ」の織り目と「わらごみ」の着いた白いもちや粟もちを、子供たちは教室の中にある大火鉢で焼いて、昼食にした。

調味料
　調味料の「味噲」「醬油」も自家製でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まかな),賄)って来た。味噲EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうじ),麴)も自家で造り、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(む),蒸)した大豆と一緒にして味噲搗きをした。「さ－みそ」も大切な調味料であった。
貯蔵

　ねずみの害や腐敗防止のため、食料・種子の貯蔵には特に配慮し、収蔵用具の「とびつ」・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かめ),甕)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たる),樽)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おけ),桶)などの容器は大切にあつかわれ、種物は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かます),叺)や八斗俵に入れた。
間食

　そら豆・きび・芋類・果物類など、時季のものを食った。その他、4月8日の「おこし」、苗代後の「やっ米」、5月節句の「まき」、6月15日の「かた焼き」などは子供にとっては大きな楽しみであった。

　「まき」をつくらない園地区は、古くからの風習としながらも、苦しかった時代の節米の名残りではなかろうか。飢きんに備えて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いぎ),海)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),髪)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あら),荒)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(め),布)・そら豆などを俵に入れて屋根裏に貯蔵したが、大部分の農家は、そんな余裕もなかった。

食事とその回数
　食事の回数は、労働日と休日とでは違っていた。食事の呼び方は地方によって異なるが、本村の場合大体次のようである。激しい労働の合間に間食がとられたことはもちろんである。

　　朝食―あさめし　　昼食―ひるめし　　　　　　夕食―ようめし

　　朝食前―ちゃのこ　昼食と夕食の間―こばしま　夕食の後―ようめし

　食事は、ご飯のほか、季節の農漁産物に、味噌汁・漬け物・野菜の煮物・塩干魚などが食卓をにぎわした。主食の代用にもなるうどん・そば・団子汁・ぞうすい・おやきなど、どの家でも食べた。できるだけ自家でとれたもので賄うようにし、その時々の収穫物をたっぷり使うという食事であった。

飲食用具

　古いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぜん),膳)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きじ),木地)の1尺4.5寸の丸膳（外と緑は黒塗り中は朱塗）であったが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はこ),箱)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぜん),膳)に変わっていった。ほかに、角すかしの客膳、やや低いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そうとめ),早乙女)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぜん),膳)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいせき),会席)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぜん),膳)、二の膳などがあったが、今は飯台で皆一緒に食事するのが普通である。
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひつ),飯櫃)は、いびつ・おはち・おひつ・はんぼともいって、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きじや),木地屋)がつくった茶盆のようなものから、「たらい」の様に輪をかけたものがあった。夏は竹製の飯ぞうきをつかった。
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はし),箸)は、柳の皮をむいた丸箸や竹箸・割り箸などが使われるようになった。
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わん),椀)には赤椀と黒椀とがあって、飯椀・汁椀・ひら・つぼの1組でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろく),六)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅうもん),什物)といった。飯椀・汁椀にはそれぞれ「ふた」がついているからこの名がある。漆器と瀬戸物とがあって併用されて来た。

　小さい皿を「てしょう」という。この名は、皿ごと手のひらに載せて食べるからであろうか。
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅうばこ),重箱)には普通のものとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さげ),提)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅう),重)（野ら仕事の昼弁当やこばしまを持って出る）、いれこ（7つが1組で料理やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もち),餅)を入れる）があった。弁当箱は、柳製で「こうり」を小さくした形のものであるが使い方では倍でも入るので重宝がられた。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わりご),破子)は漁師などが2食3食と入れる時に使われ、大型のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だえん),楕円)形のものが普通である。昔、漁業をする人は大きなおひつにご飯やおかずを入れて、漁に出掛けていた。これを「はんぼ」ともいう曲げ物で、形はだ円になっており、1升（1.8リットル）はおろか、いっぱい詰めたら何升でも入る大型のものであった。重労働で、大食する習慣もあったと考えられるが、万一、しけで、船が漂流した時の非常の場合、食いつなげるようにという意味もあったろう。
　また、この「はんぼ」は、船が転覆した時には、浮きの役目をした。昭和初期のころまで使われていたという。

　飲み物を入れるものにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すいとう),水筒)や酒器などがある。水筒は主に竹筒やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひょう),瓢)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たん),箪)を使い、桐やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なんてん),南天)の木でつめをした。
　酒は、一般には一升EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とくり),徳利)に入れて飲んだ。また素焼きのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),燗)徳利というものもあり、囲炉裏に入れて温めEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょうし),銚子)代りに使った。船では船徳利という底が広く安定した形のものを使った。

　杯は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょこ),猪口)と呼ばれるが、昔は主に木杯であった。
　酒は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つの),角)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だる),樽)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こもかぶり),薦被)に祝い用として詰められたが、普通は樽詰で売買され、造り酒屋や「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(また),又)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろくや),六屋)」（昔は酒の小売店のことをこういった）で升飲みをしたり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちろり),銚釐)で温めて飲んだりした（以上『北条町誌』参照）。
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